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（新春狼煙あげ　城山城址　撮影：高木浩二）

令和３年１月４日、１５回目となる新春狼煙あげが行われました。
写真手前が城山、奥に霞んでいるのが馬籠峠。
見事な狼煙があがりました。
寒い中参加された皆さん、ありがとうございました。
　　　

　　　　　　小笠原　美雪



【その１】
　新型コロナウィルスの第三波に備え昨年８月から
計画しておりました予防備品がそろい、１２月より感
染予防のため、一石栃立場茶屋と愛会事務所ホール
に設置しましたので紹介します。
　体温計測器はスタンドタイプで接近すれば自動計
測して「体温は○○．〇度です」と音声告知してくれ
ます。又マスク未着用の人には「マスクして下さい」
の音声告知もされます。ホールにて相対しての会
議、立場茶屋では休憩時のお茶に使用するテーブル
にアクリル板の飛散防止ガードを設置しました。更に
は従来からありますアルコール洗浄器と補充液の
１年分は確保できました。換気用の扇風機も設置完
了しました。またトイレの清掃にも一層力を入れるた
めの支援を受けました。以上「（公財）日本財団」か
らの御支援によります。
【その２】
　一石栃立場茶屋の職員はそれなりのインバウンド
対応は出来ますが本格的翻訳機も一人1台身に着け
られました。事務所にも共用で１台確保できました。
　更にはフェイスガードを全駐車場職員含めて十分
な量を確保し対応しています。これは「木曽観光復
興対策協議会」の御支援によります。
【その３】
　今後の計画です。
　コロナが収束し飛行機で再び多くのインバウンド
の人々が中山道「てくてく」を楽しむ時、従来のまま
でいいのか？更なるおもてなしの希望があるのかを
対面でアンケート調査しながらの意見収集をして、
「ワンダフル・ビュウティフル・エクセレント」評価に磨
きをかけていきます。この記事が皆さんの目に付く
ころこの未曾有の惨禍があの時は・・・と昔話になって
いることを願うのみです。

理事長　藤 原 義 則理事長　藤 原 義 則

新型コロナウィルス対策の充実新型コロナウィルス対策の充実

　令和３年度、男埵国有林に設定された分収育林の
伐期が来る！令和３年４年で８.７haが皆伐対象。蛇抜
け常襲の「おたる山」６２～６３年の幼木です。
　森林管理署で設定されている分収育林が６０年の
契約満了を迎えようとしている。令和３年３.５ha、
４年に５.２haが皆伐されようとしている。大問題で
す。
　分収育林は当時の営林署（現森林管理署）が収益
改善の一環として営林署と出資者が３０年後に設定
林を皆伐してその収益を折半する契約です。
　男埵国有林は昭和６０年初頭に大径木の盗伐が発
生し、盗まれる前に伐って金に換えるとの申し入れが
あった。蛇抜けの常襲の山を伐採することが大きな
問題となり、議会・営林署・愛会との話し合いがもた
れた。その結果地元同意なくして伐採はしないとの
約束が出来た。
　しかしこの山に「分収育林」が設定されていること
は知らされなかった。当時の経緯の概略は以下の通
りです。

＊昭和６０年当初、木曽の国有林各地で檜大径木が盗
伐された。吾妻地区においても同様に起こった。旧清
内路峠手前国道脇・男埵山林道脇で発生した。この
事件を契機として営林署では盗伐にあう恐れのある
道路沿いの大径木を伐採したいと地元に申し入れが
あったが、妻籠を愛する会では、ここは中山道の脇で
木曽檜の大径木とふれあいの出来る貴重な場所で
あり、蛇抜けの常襲地帯、水源涵養林、郷土環境保全
地域、重伝建地区の脇にあるため、反対運動を行い
住民の同意なくして伐採しないと約束した山です。

　「おたる山」は風化花崗岩のサバ土で山の保持力
がなく万一立木の皆伐など広範囲に行われれば「蛇
抜け」の引き金を引くようなものです。各方面に働
きかけ、蛇抜けの防止と景観保全のために伐採の中
止を実現したい。

〈愛会の対応〉１月１３日の理事会において特別委員会
を立ち上げ深く検討することになりました。経過は
広報にて報告します。　　（つづく）

（次回蛇抜けについて）

理事長　藤 原 義 則理事長　藤 原 義 則

「おたる山」分収育林皆伐の危機
〈その１〉

「おたる山」分収育林皆伐の危機
〈その１〉

〈体温測定器とアクリルガードを設置した一石栃立場茶屋〉



　正月三が日の雪がウソのように快晴に変わり、真っ
青な空のもと狼煙あげが無事に終わり、１月４日１３時
より恒例の新春放談会が始まりました。新型コロナ
ウィルスの影響で開催が危ぶまれましたが、（公財）
日本財団の補助金により購入したアクリルガードと
検温器、消毒液等を活用して行うことができました。
１４名の参加で、程よい距離をとりながら新年の抱負
を語り合い、向井町長、伊藤教育長も参加され、１時
間半ほど和気あいあいと楽しい談義ができました。

〈木曽谷狼煙あげ参加まとめ〉
２０２１年１月４日（月）　１０時３０分　一斉点火
①　南木曽町
　妻籠城址、大妻籠、下り谷、馬籠峠頂上、
　愛宕山城址、梛野、十二兼
　　７か所　５８名参加
②　大桑村
　和村、弓矢、殿
　　３か所　２７名参加
②　上松町
　上松小学校、倉本、西小川、
　　３か所　２５名参加
③　木曽町
　関山公園、小丸山、上田、越立峠、宮ノ越
　　５か所　４７名参加
④　木祖村
　水の始発駅公園、菅きさらぎ運動公園
　　２か所　６５名参加
⑤　塩尻市
　奈良井城跡　　１か所　１３名参加

　合計　２１か所　２３５名

新春放談会開催新春放談会開催

　今回愛友会のメンバーとして地域の事に少しでも
携わろうと言う事で冬場の夜回りに参加する事にな
りました。妻籠宿に長いこと住んでいますが車生活
に慣れた今、宿場を歩く機会も歳を重ねるごとに
減っていき今回のような機会がないとゆっくりと歩
くことも無くなってきました。
　夜道に街灯で照らされた妻籠を拍子木を鳴らしな
がら歩いてみて妻籠っていい所なんだなぁと改めて
感じることができました。車で通るだけじゃ見えない
ものがいっぱいあると思うのでまたゆっくり妻籠を
散策してみようと思います。コロナの影響で観光客
も減ってしまってはいると思いますが今後も愛友会
や公民館活動などを通じてこの地を守って行けたら
と思います。

【今年の夜回り組】
　１月５日から３月２日まで１９名が順番に３回ずつ行っ
ています。今回鈴木剛さんを含め５名の方に新たに
加入していただきました。メンバーを紹介します。
（順不同・敬称略）
　横山純、石垣八十志、原拓也、野田覚、原信之、磯
村琢弥、原修己、村田次夫、仙名功、平田伊知郎、今
井啓文、鈴木剛、鈴木竜行、平川慎治、三浦順明、宮
下朋之、牧野光幸、郷原二三男、藤原崇道、以上１９名
です。
　拍子木のことを「柝（き・たく）」と呼び、夜回りの
別名を「寒柝（かんたく）」というそうです。
　拍子木の「カチカチ」という音が聞こえてきたら、
もう一度火の元を確認してくださいね。

〈夜回り組、新規加入者募集中！〉

中町　鈴 木 　 剛中町　鈴 木 　 剛

夜回り組初参加夜回り組初参加



　木曽郡楢川村が２００５年（平成１７）に塩尻市に編
入合併してから令和３年４月１日で１６年になります。
狼煙あげに参加したのが塩尻市奈良井になって
２０１１年（平成２３）からです。
　「木曽はひとつ」の思いをつなぐ新春恒例の狼煙
あげが素晴らしい晴天に恵まれて、奈良井城跡にお
いて空高くあがる白煙を見ながら、新型コロナウィ
ルス終息を願い、そして今年一年間元気で健康に過
ごすことができるようにと祈りました。

　塩尻市奈良井　折 橋 輝 夫　塩尻市奈良井　折 橋 輝 夫

　宮ノ越わんぱく村での新春恒例の狼煙あげを１月
４日実施しました。当日は、快晴・微風で気温マイナス
6℃の寒い中、総勢１4名での新春狼煙あげを実施し
ました。木曽町日義支所長・木曽振興局の方２名の方
に視察に来て頂きました。

　木曽町宮ノ越　千 村 博 章　木曽町宮ノ越　千 村 博 章

雪のあと、青空の下で新春狼煙あげ　　　２０２１年１月４日雪のあと、青空の下で新春狼煙あげ　　　２０２１年１月４日

　見学に来た子供の健康、今年受験する中学生の合
格を祈念して、恒例の五社神社一八太鼓を演奏後、
大屋町長の点火で狼煙あげが始まった。木曽駒を背
景にお天気も良く。

　上松町　長 瀬 恵 敏　上松町　長 瀬 恵 敏

〈塩尻市：奈良井城跡〉

〈木祖村：水の始発駅公園〉

〈上松町：上松小学校〉

〈大桑村：
上：弓矢、
下：和村〉

〈木曽町：宮ノ越わんぱく村〉



【現在　五月人形展示中！】
　６月５日までふれあい館に飾られています。
　甲冑と打掛は自由に着ることが出来ます。
　記念撮影も楽しいですよ！

〈妻籠観光協会〉

　令和３年１月４日、木曽谷の新年恒例行事「狼煙あ
げ」に参加しました。昨年に引き続き、今年人生２回
目の狼煙あげ参加です。昨年は上の原、今年は城山
のお手伝いをしました。昨今では珍しく新年から積
雪となり、一面真っ白となった妻籠城址での狼煙あ
げとなりました。城山では今井啓文さんをはじめ
２０人程集まり、子供たちが雪遊びに興じたり賑やか
な雰囲気の中準備を進めました。ドラム缶を使用し
て火を焚き、時間になると針葉樹の青葉を一気にド
ラム缶に放り込み、ダイナミックな煙を上げます。天
気は抜群に良く、風も無かったので立派な狼煙が立
ち上がりました。立ち上る煙を見ながら、昔の人はこ
うやって遠方の相手と連絡や合図をとっていたんだ
なとしみじみ考えていました。新年からこうして皆さ
んと高台に登り、狼煙をあげ、煙と景色を見ながら昔
と未来を思い描く。こういった行事がずっと続いてい
くといいと思いました。昨年は本当に未曾有の年と
なりました。本年こそこの厄災が去り、また来年晴れ
やかな気持ちで狼煙あげができることを願います。

南木曽町観光協会　置 名 真 弥南木曽町観光協会　置 名 真 弥

〈馬籠峠頂上〉

〈下り谷〉

〈大妻籠〉

　　〈十二兼〉〈三留野愛宕山城址〉

〈妻籠城山城址〉

〈梛野〉

標高標識が新しくなりました



　今年度の元気づくり支援金で愛会が所有する
上町の「まつや」にシャワールームができました。
今年はコロナの影響で外国人観光客の姿はあり
ませんが、沢山の人に利用していただきたいと思
います。

　１月１２日、妻籠観光協会の女性部が恒例の繭玉づ
くりを行いました。今年はコロナの影響もあり、役員
数名でふれあい館と観光案内所に飾りました。餅花
は店先にも飾られました。

【繭玉と餅花飾り】【繭玉と餅花飾り】
　小正月行事の一つである「十三月」のお飾りを、愛
会事務所、まつや、田原家の門口に立てました。ホン
ダル（ヌルデ）の木を二つに割って、切り口に墨で
１３本の線を引く。鬼は数に弱いので、何度も数え直
しているうちに夜が明け逃げていくそうです。鬼除
けのおまじないです。
　同じくホンダルの木で作った大根と人参も門口に
立て豊作祈願をします。早くコロナが終息し、賑やか
な妻籠宿に戻るといいですね。

【十三月】【十三月】

妻籠の小正月妻籠の小正月

「まつや」にシャワールーム設置



１１月１日 ： 令和２年度第３回観光地点パラメータ
   調査、中央日本総合観光機構撮影
　 ６日 ： 理事会
 １２日 ： 伊那・駒ヶ根・飯田市議長連来宿案内
  （理事長）
 １３日 ： 衣装部会　
 １４日 ： 三役会
 １６日 ： 日本ナショナルトラスト臨時総会（書面）
 １７日 ： 小谷村公民館研修来宿（理事長）
 １９日 ： 会計検査院田原家視察
 ２０日 ： 統制委員会、広報「妻籠宿」１３６号発行
 ２３日 ：（第５３回文化文政風俗絵巻之行列：中止）
 ２５日 ： 衣装部会
　　
１２月 １日 ： 木曽谷狼煙あげ連絡会（合庁・理事長）
 ３日 ： リニア中央新幹線尾越工区工事説明会
 ７日 ： 妻籠宿保存審議会（理事長・常務）
 １５日 ： 妻籠宿連絡調整会議
  （教委・町・観協・財団） 
 １７日 ： 南木曽町リニア中央新幹線対策協議会
  （理事長・常務）、妻籠宿案内人の会役員会・
   学習会
 ２１日 ： 統制委員会
 ２２日 ： 令和３年度元気づくり支援金説明会
 ２３日 ： 聖火リレー連絡調整会議（理事長・常務）、
   広報部会
 ２８日 ： 事務所仕事納

１月 ４日 ： 新春放談会（１４名）、
   第１５回狼煙あげ（２１か所・２３５名）
 ５日 ： 夜回り開始（～３月２日）
 ９日 ： 三役会
 １２日 ： 繭玉作り（観協女性部）
 １３日 ： 理事会
 ２０日 ： 統制委員会
 ２６日 ： 日本遺産「木曽路」事業検証・検討部会
  （木曽町・理事長）、（文化財防火デー：中止）
 ２７日 ： 広報部会
 ２８日 ： 男埵特別委員会
 ３１日 ： 令和２年度第４回観光地点パラメータ調査

発行：公益財団法人妻籠を愛する会
〒399-5302 長野県木曽郡南木曽町吾妻2159-2
ＴＥＬ：0264-57-3513（ＦＡＸ兼用）

統制委員会審議事項

１１月２０日
・外壁修理工事（下町） １件
・配電線設備設置に伴う伐採（中電：上在郷） １件
・木製ガードレールの修繕
 （環境色ガードレールへの布設替え）　（県：大妻籠）
 １件
・群状択伐（関電：下り谷） １件
・屋根板修繕（下町） １件
・物置設置（下町：無料休憩所） １件
・側溝上蓋改修（上町） １件
・地蔵沢橋・南木曽町119号橋補修工事
 （町：下町・恋野、尾又） １件
・その他：電柱・支線新設・建替工事
 　　　　     （中電：H30．12月申請分）工期延長、
　　　  旧中山道（神明）柵：擬木で応急措置

１２月２１日
・雨樋修繕（大妻籠） １件
・表木戸修繕（中町） １件
・物置除却（上町） １件
・緊急制水システム設置（関電：尾又） １件
・巨木幹枝払い（愛する会：尾又） １件
・外壁修繕（愛する会：一石栃立場茶屋） １件

１月２０日
・旧妻籠中学校西側壁面応急修理（教委） １件
・仮設非常用電源装置設置（関電：妻籠・蘭川） １件
・群状択伐（関電：妻籠地区） ５件

景観保持のため、宿場内での路上駐車は
やめましょう！

2019年度大成建設補助金により事務所に
書架を設置しました



週末ワークキャンプ in 妻籠　初開催週末ワークキャンプ in 妻籠　初開催

　「そうだ、ボランティアを呼んで、中山道の整備を
しよう！」
 そんなアイデアが浮かんだのは、コロナ禍の中、何
かできることはないかと妻籠から馬籠峠までのラン
ニングをしていた時でした。このような美しい道が
残されているのは、地元の方たちが整備してくれて
いるおかげです。公私ともにお世話になっている中
山道に少しでも恩返しが出来るかもしれないと考
え、妻籠を愛する会の藤原理事長に相談したところ、
快い返事をいただきました。開催時期は、１０月最終
週の土日の二日間、定員１０名（民宿に分宿）として、
NICE（ナイス）というワークキャンプ団体を通じて、
募集を開始したところ、予想を上回る１６名の申し込
みがありました。
　そして迎えた開催当日、１０代から６０代のボラン
ティア１６名、さらに奥ジャパンの社員８名（＋保護者
１名、子ども２名）も参加して、城山の整備に向かいま
した。作業は眺望を確保するための雑草・雑木の伐
採、水切りの補修、トイレ掃除。翌日は、大妻籠から一
石栃までの区間で、南木曽町教育委員会、妻籠を愛
する会のスタッフ、一般の地元の方たちと一緒に男
滝・女滝の眺望確保等の作業を行いました。一石栃
立場茶屋での昼食後、各参加者から感想をもらいま
した。紙面の関係ですべての感想は書き切れません
が、一部を紹介したいと思います。
　・景観保全は達成感があった。
    宿の食べ物が美味しかった。（岐阜県20代女性）
　・地元の方の妻籠愛が凄い。旅行でまた来たい。
　（富山県20代男性）
　・旅行に行くより充実していた。
    妻籠はいい人ばかり。（愛知県20代女性）

奥ジャパン株式会社

中山道妻籠支店　窪 美 　 靖

奥ジャパン株式会社

中山道妻籠支店　窪 美 　 靖

　今回の初開催を終えて、まずは多大なご協力をい
ただいた妻籠を愛する会、妻籠観光協会、南木曽町
教育委員会、各民宿の皆様にお礼を申し上げます。
また、交流会の会場を貸していただいた大妻籠地区
の方々、交流会への差し入れお店での割引をしてい
ただいた地元の方たちに感謝申し上げる次第です。
　コロナ禍という大変な状況ですが、ワークキャン
プが今後も継続していける活動になりましたら幸い
です。

〈勢ぞろい〉 〈男滝・女滝での作業〉

〈一石栃立場茶屋〉

〈水切り〉


